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議
会
だ
よ
り
 

議
 
会
 
事
 
務
 
局
 

昭
和
四
十
九
年
「
万
第
一
回
 

定
例
議
会
招
集
以
後
六
月
第
四
 

回
定
例
議
会
招
集
ま
で
臨
時
議
 

会
が
六
月
二
回
招
集
さ
れ
次
の
 

と
お
り
諸
議
案
が
慎
重
審
議
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

昭
和
四
十
九
年
」
万
定
例
議
 

会。 

， 

⑥
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
 

手
当
組
A
窺
約
の
一
部
変
更
に
 

つ
い
て
（
可
決
）
 

⑥
田
川
地
区
斉
場
組
A
規
約
 

の
制
定
に
つ
い
て
（
可
決
）
 

⑥
金
田
町
国
民
健
康
保
険
税
 

条
例
の
一
部
改
正
す
る
条
例
に
 

つ
い
て
（
可
決
）
 

⑨
昭
和
四
十
八
年
度
金
田
町
一
 

般
会
計
補
補
正
予
算
（
十
一
一
 

号
）
（
可
決
）
 

⑥
昭
和
四
十
八
年
度
金
田
町
 

有
線
放
送
電
話
特
別
会
計
補
正
 

予
算
（
三
号
）
（
可
決
）
 

⑥
昭
和
四
十
八
年
度
金
田
町
 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
 

予
算
（
「
百可） 

（
可
決
）
 

向
）
専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
 

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
可
 

決） ⑥
昭
和
四
十
八
年
金
田
町
簡
 

易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
 

（
六
号
）
（
可
決
）
 

＠
昭
和
四
十
八
年
度
金
田
町
 

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
パ
四
 

号
）
（
可
決
）
 

⑥
調
停
の
申
立
て
に
つ
い
て
 

（
撤
回
）
 

＠
金
田
町
国
民
健
康
保
険
税
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

に
つ
い
て
（
可
決
）
 

⑥
金
田
町
廃
棄
物
条
例
の
一
！
 

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
 

（
可
決
）
 

⑥
昭
和
四
十
八
年
度
一
般
会
 

計
補
正
予
算
（
十
」
喜
）
（
可
決
）
 

⑥
金
田
町
有
線
放
送
電
話
業
 

務
の
有
効
期
間
変
更
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
 

△
訴
訟
の
提
起
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
 

⑥
昭
和
四
十
九
年
度
金
田
町
 

一
般
会
計
暫
定
予
算
（
可
決
）
 

⑥
昭
和
四
十
九
年
度
金
田
町
 

有
線
放
送
電
話
特
別
会
計
暫
定
 

予
算
（
可
決
）
 

⑨
昭
和
四
十
九
年
度
金
田
町
 

同
和
地
区
住
宅
改
修
資
金
貸
付
 

事
業
特
別
会
計
暫
定
予
算
（
可
 

決） ⑥
昭
和
四
十
九
年
度
金
田
町
 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
暫
定
 

予
算
（
可
決
）
 

⑥
昭
和
四
十
九
年
度
簡
易
水
 

道
特
別
会
計
暫
定
予
算
（
可
決
）
」
 

⑥
昭
和
四
十
九
年
度
四
月
ー
 

六
月
分
金
田
町
水
道
事
業
特
別
 

会
計
暫
定
予
算
（
可
決
）
 

⑥
宝
見
拡
業
株
式
会
社
の
所
 

有
地
に
係
る
公
共
用
地
の
処
理
 

に
つ
い
，
て
（
可
決
）
 

⑥
金
田
町
税
条
例
の
一
部
を
 

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
（
可
 

決） ⑥
昭
和
四
十
九
年
度
金
田
町
 

一
般
会
計
予
算
（
可
決
）
。
 

⑥
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
 

つ
い
て
一
（
可
決
）
 

⑥
昭
和
四
十
九
年
度
金
田
町
 

有
線
放
送
電
話
特
別
会
計
（
可
 

決） ⑥
昭
和
四
十
九
年
度
金
田
町
 

同
和
地
区
住
宅
改
修
資
金
貸
付
 

事
業
特
別
会
計
予
算
（
可
決
）
 

⑥
金
田
町
立
老
人
憩
の
家
の
 

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
 

の
制
定
に
つ
い
て
（
可
決
）
 

＠
昭
和
四
十
九
年
度
金
田
町
 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
 

（
可
決
）
 

⑥
昭
和
四
十
九
年
度
金
田
町
 

簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算
（
可
 

決） 向
）
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
 

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
 

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
条
 

例
に
つ
い
て
（
可
決
）
 

＠
昭
和
四
十
九
年
度
お
け
る
 

期
末
手
当
の
割
合
等
の
特
例
に
 

関
す
る
条
例
に
つ
い
て
（
可
決
）
 

⑥
昭
和
四
十
九
年
度
金
田
町
 

水
道
事
業
会
計
予
算
（
可
決
）
 

請
願
陳
情
土
ハ
件
次
の
と
お
 

h
も
 向

陳
情
書
（
中
学
校
普
通
教
 

室
六
教
室
新
築
実
現
方
陳
情
）
 

（
採
択
）
 

⑨
特
別
措
置
お
願
い
（
廃
棄
 

物
処
理
施
設
建
設
工
期
そ
の
 

他） 

（
採
択
）
一
 

向
』
座
炭
地
教
育
振
興
に
関
す
 

る
お
願
い
（
採
択
）
 

⑥
陳
情
書
（
失
対
事
業
の
運
 

営
）
（
採
択
）
 

⑥
請
願
書
（
失
対
事
業
賃
金
 

引
上
げ
、
資
材
費
増
額
、
級
地
 

引
上
げ
）
（
採
択
）
 

＠
申
入
書
（
日
中
友
好
条
約
 

早
期
締
結
を
要
求
決
議
ほ
か
）
『
 

（
採
択
）
 

具
胡
願
書
（
適
正
米
価
の
実
 

現
に
関
す
る
）
（
採
択
）
 

向
）
全
国
全
産
業
一
律
最
低
賃
 

金
制
確
立
の
決
議
を
求
め
る
請
 

願
（
採
択
）
 

向
）
失
対
事
業
費
大
幅
増
額
と
 

賃
金
引
上
げ
を
求
め
る
請
願
 

（
採
択
）
 

向
）
地
方
自
治
体
が
労
働
金
庫
 

へ
預
託
の
条
例
化
を
も
と
め
る
 

請
願
（
採
択
）
'
 

＠
保
育
所
、
保
育
園
の
労
働
 

条
件
の
改
善
を
求
め
る
陳
情
 

（
採
択
）
 

⑥
公
設
土
曜
市
場
の
設
立
を
 

求
め
る
陳
情
（
採
択
）
 

高
令
者
の
医
療
無
料
化
を
六
 

十
五
歳
の
年
令
か
ら
実
施
を
求
 

め
る
決
議
請
願
（
採
択
）
 

＠
五
歳
児
未
満
の
医
療
を
公
 

費
に
よ
る
無
料
化
の
措
置
を
求
 

め
る
決
議
の
請
願
（
採
択
）
 

⑥
生
活
保
護
費
の
基
準
引
上
 

げ
と
福
祉
年
金
社
会
福
祉
措
置
 

等
の
引
上
げ
並
び
に
物
価
手
当
 

を
求
め
る
請
願
（
採
択
）
 

＠
雇
用
保
険
法
反
対
と
失
業
 

保
険
制
度
改
善
を
は
じ
め
と
す
 

る
雇
用
対
策
の
確
保
充
実
を
求
 

め
る
決
議
の
謎
や
、
（
採
択
）
 

昭
和
四
十
九
年
六
月
七
日
臨
 

」
瞳
議
会
に
お
い
て
次
の
と
お
 

りc ＠
工
場
誘
致
に
つ
い
て
（
撤
 

回） ⑥
昭
和
四
十
九
年
六
月
二
十
 

七
日
定
例
議
会
に
お
い
て
諸
議
 

案
を
慎
重
審
議
の
結
果
次
の
と
 

お
り
。
 

⑥
金
田
町
国
民
健
康
保
険
税
J
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

に
つ
い
て
（
可
決
）
 

⑥
金
田
町
職
員
の
給
与
に
関
 

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
に
つ
い
て
（
可
決
）
 

向
）
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
 

る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
 

準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
 

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
（
可
決
）
 

⑥
金
田
町
職
員
定
数
条
例
の
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
 

て
（
可
決
）
 

⑥
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
 

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
（
可
 

決） ⑥
専
決
処
分
を
郎
筈
し
承
認
 

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
可
 

決） ＠
昭
和
四
十
九
年
度
金
田
町
 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
二
号
）
 

に
つ
い
て
（
可
決
）
 

＠
昭
和
四
十
九
年
度
金
田
町
 

簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
 

（
一
号
）
（
可
決
）
 

⑥
昭
和
四
十
九
年
度
に
お
け
 

る
期
末
手
当
の
割
A
尋
の
特
例
 

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
（
可
 

決
）
陳
情
書
一
件
次
の
と
お
り
 

⑥
陳
情
書
（
国
や
県
に
補
助
 

金
の
増
額
要
求
）
（
採
択
）
 

愛
の
献
血
実
施
 

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
 

私
達
の
生
命
は
、
今
日
交
通
 

事
故
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
 

危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

い
つ
輸
血
を
必
要
と
す
る
よ
う
 

な
事
態
が
起
き
な
い
と
も
限
り
 

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
、
 

尊
い
生
命
を
救
う
の
が
輸
血
で
 

す
。
こ
の
血
液
は
現
代
の
医
学
 

を
も
つ
て
も
人
工
的
に
作
る
こ
 

と
は
で
き
ま
せ
ん
（
愛
の
献
 

血
）
、
に
よ
っ
て
準
備
す
る
し
 

か
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
 

日
常
事
故
の
な
い
と
き
は
重
要
 

性
を
考
え
な
い
が
、
事
故
が
あ
 

保
 
健
 
係
 

り
必
要
な
と
き
は
、
お
金
で
は
 

買
え
な
い
の
で
他
人
に
迷
惑
を
 

か
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
 

日
頃
よ
り
献
血
を
行
な
っ
て
確
 

保
し
て
置
き
た
い
も
の
で
す
。
 

本
町
で
は
十
月
二
十
八
日
、
第
 

四
回
目
の
献
血
を
実
施
致
し
ま
 

す
の
で
多
数
参
加
さ
れ
ま
す
よ
 

う
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 

と
き
 

昭
和
四
十
九
年
十
月
 

二
十
九
日
、
午
前
十
時
よ
り
午
 

後
「
蒔
ま
で
。
 

と
こ
ろ
 
金
田
町
・
中
山
火
公
民
 

館。 
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町
 

田
 

⑧
 

下
田
川
塵
芥
清
掃
 

セ
ン
タ
ー
完
成
近
し
 

住

民

課

 
保
 
健
 
係
 

「
青
年
の
船
」
の
 

旅
を
終
え
て
 

長
い
間
憧
れ
て
い
た
「
青
年
 

の
船
」
そ
し
て
、
初
め
て
踏
み
 

出
し
て
来
た
外
国
フ
ィ
リ
ピ
ン
 

共
和
国
。
二
週
間
の
貴
重
な
経
 

験
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
 

来
て
、
静
か
に
過
ぎ
去
っ
た
日
 

々
を
振
り
返
え
る
と
、
大
勢
の
 

方
々
の
御
力
添
え
で
乗
船
出
来
 

た
こ
と
に
、
感
謝
の
気
持
で
い
 

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
い
つ
ま
 

で
も
今
の
気
持
を
忘
れ
な
い
よ
 

う
に
し
て
、
私
が
感
じ
た
事
や
 

経
験
し
た
こ
と
を
、
出
来
る
限
 

り
多
く
の
方
々
に
お
伝
え
す
る
 

と
共
に
、
何
ら
か
の
形
で
少
し
 

づ
つ
御
返
し
し
て
行
き
た
い
と
 

思
っ
て
い
ま
す
。
 

私
が
、
 

「
青
年
の
船
」
に
、
 

志
を
立
て
た
の
は
、
四
年
間
特
 

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
寿
園
中
 

心
に
す
ご
し
て
来
た
生
活
に
、
 

区
切
り
を
つ
け
た
か
っ
た
か
ら
 

で
す
。
ひ
と
と
き
で
も
仕
事
を
 

離
れ
、
若
い
人
の
規
律
あ
る
団
 

体
生
活
の
中
で
、
自
分
を
見
つ
 

め
直
す
。
そ
し
て
、
若
者
と
老
 

人
の
接
点
に
な
っ
て
、
老
人
ホ
 

ー
ム
の
実
態
を
P

・
R
す
る
。
 

「
青
年
の
船
」
は
、
私
の
よ
う
な
 

者
に
も
機
会
を
与
え
て
く
れ
、
 

予
想
以
上
の
多
く
の
も
の
を
、
 

体
得
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

・
団
員
と
し
て
決
定
さ
れ
る
ま
 

吉
 

田
 

元
 

美
 

で
に
、
三
回
の
事
前
研
修
が
行
 

な
わ
れ
ま
し
た
。
い
か
な
る
理
 

由
が
あ
っ
て
も
、
参
加
し
な
い
 

と
失
格
す
る
と
、
公
民
館
の
先
 

生
方
か
二
一
注
意
を
受
け
ま
し
 

た
の
で
、
こ
の
間
ほ
ど
、
健
康
や
 

事
故
に
気
を
つ
け
た
事
は
、
今
 

ま
で
に
な
か
っ
た
と
思
い
ま
 

す
。
内
定
の
通
知
を
受
け
た
三
 

百
余
名
が
、
県
内
各
地
か
ら
、
 

英
彦
山
青
年
の
家
の
講
堂
に
集
 

ま
っ
た
時
、
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
に
 

秘
め
ら
れ
た
気
迫
に
圧
倒
さ
れ
 

ま
し
た
が
、
第
2
回
「
青
年
の
 

船
」
の
映
画
を
見
た
り
、
フ
ィ
 

リ
ピ
ン
事
情
の
講
義
や
体
験
談
 

を
聞
く
う
ち
に
、
事
業
の
大
要
 

で
あ
る
。
 

「
規
律
あ
る
団
体
生
 

活
を
通
じ
て
心
身
を
鍛
練
し
、
 

ま
た
、
国
際
的
視
野
を
広
め
、
 

郷
土
を
正
し
く
理
解
さ
せ
、
た
 

く
ま
し
い
青
年
の
育
成
を
は
か
 

る
」
た
め
の
団
員
に
な
れ
る
様
 

頑
張
ろ
う
と
、
決
意
を
新
に
し
 

ま
し
た
。
 

「
青
年
の
船
」
の
活
動
は
、
 

大
別
す
る
と
、
船
内
活
動
と
寄
 

港
一
活
動
に
別
か
れ
ま
す
。
一
 

日
五
時
間
の
研
修
時
間
が
設
け
 

ら
れ
、
講
義
・
討
論
会
・
視
察
 

報
告
会
・
ク
ラ
ブ
活
動
・
班
別
 

組
別
研
修
・
テ
ー
マ
別
討
論
・
 

委
員
会
・
青
年
の
船
祭
り
・
パ
 

（下田川塵介清掃センター建設現場写真） 

ー
テ
ィ
ー
等
一
多
面
に
渡
り
ス
 

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組
ま
れ
て
い
 

て
、
多
く
の
人
々
と
接
す
る
事
 

が
出
来
ま
し
た
。
日
数
の
関
係
 

も
あ
っ
て
、
広
く
浅
く
の
研
修
 

に
停
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
 

す
が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
 

て
、
下
船
後
の
活
動
が
広
が
る
 

ー
思
い
ま
す
。
 

若
い
か
ら
こ
そ
出
来
る
の
か
 

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
真
剣
な
討
 

論
の
後
の
わ
だ
か
ま
り
の
な
い
 

笑
い
、
」
人
ぽ
つ
ん
と
し
て
い
 

れ
ば
声
を
掛
け
合
う
暖
か
さ
、
 

一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
団
結
 

す
る
意
気
込
み
、
職
場
に
は
年
 

輩
の
人
が
多
い
し
、
・
老
人
に
囲
 

ま
れ
た
生
活
に
浸
り
き
っ
て
い
 

た
私
ほ
、
皆
と
一
緒
に
笑
い
、
 

歌
い
、
考
え
な
が
ら
、
 
「
青
春
 

は
バ
ラ
色
」
の
音
景
を
思
い
出
 

し
ま
し
た
。
「
船
」
も
ま
た
、
 

特
殊
は
社
会
で
す
が
、
そ
こ
で
 

生
ま
れ
た
友
情
が
、
そ
こ
だ
け
 

で
終
る
も
の
で
は
な
い
と
信
じ
 

ま
す
。
 

寄
港
地
は
、
セ
ブ
市
・
マ
ニ
 

ラ
市
で
し
た
。
わ
ず
か
五
日
間
 

の
滞
在
、
し
か
も
、
辞
書
や
ト
 

ラ
の
巻
を
片
手
に
話
す
程
度
の
 

語
学
力
で
、
フ
ィ
り
ピ
ン
の
人
 

達
の
真
の
姿
‘
考
え
方
等
、
と
 

う
て
い
計
り
知
る
こ
と
は
で
き
 

ま
せ
ん
が
、
こ
の
目
で
見
、
肌
 

で
感
じ
た
こ
と
か
ら
、
ま
た
日
 

本
青
年
海
外
協
力
隊
の
方
の
お
 

話
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
つ
い
 

て
簡
単
に
述
べ
ま
す
と
、
 

「貧 

富
の
差
か
非
常
に
激
し
い
国
 

で、 

一
握
り
の
大
金
持
が
政
治
 

糸
田
町
、
金
田
町
、
方
城
町
 

赤
池
町
で
構
成
ざ
れ
て
い
る
下
 

田
川
衛
生
組
合
は
、
ゴ
四
町
初
の
 

共
同
事
業
と
し
て
昭
和
四
十
六
 

年
に
下
田
川
衛
生
セ
ン
タ
ー
 

（
し
尿
処
理
施
設
）
を
完
成
、
 

こ
の
度
二
期
工
事
下
田
川
じ
ん
 

か
い
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
処
 

理
施
設
）
を
昭
和
四
十
八
年
一
 

月
着
工
（
赤
池
町
大
字
市
場
）
 

十
月
完
工
を
目
指
し
て
順
調
に
 

エ
事
は
進
ん
で
い
ま
す
。
 

こ
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
四
万
 

五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
用
地
に
 

昭
和
四
十
七
、
四
十
八
、
四
十
 

九
年
度
三
カ
年
継
続
事
業
と
し
 

て
、
総
工
費
「
億
円
（
内
訳
国
 

庫
補
助
金
二
千
五
百
」
ハ
十
万
 

円
、
年
金
積
立
金
還
元
融
資
一
 

億
六
千
四
百
四
十
万
円
、
各
町
 

の
分
担
金
総
額
一
億
一
千
万
 

円
）
で
機
械
化
バ
ッ
チ
炉
ニ
基
 

を
中
心
に
近
代
的
な
設
備
で
処
 

理
能
力
は
一
日
八
時
間
運
転
で
 

四
十
ト
ン
、
一
六
時
間
運
転
で
 

は
八
十
ト
ン
の
焼
却
処
理
が
出
 

来
ま
す
。
 

公
害
防
止
設
備
と
し
て
は
筑
 

豊
地
区
で
は
例
の
な
い
電
気
集
 

じ
ん
機
を
は
じ
め
、
機
械
式
除
 

じ
ん
装
置
最
新
鋭
の
洗
煙
装
置
 

等
を
設
備
煙
害
防
止
に
力
を
入
 

れ
て
い
ま
す
。
 

J「
汚
水
処
理
も
循
環
式
を
採
用
 

排
水
し
な
い
で
済
み
、
十
月
完
 

成
稼
動
の
結
果
下
田
川
四
町
の
 

環
境
衛
生
行
政
を
一
層
推
進
さ
 

せ
、
町
民
生
活
に
大
き
く
貢
献
 

す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
 

す。 

‘ 

・
経
済
を
動
か
し
て
い
る
。
日
 

本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
位
、
失
 

業
者
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
 

貧
し
い
人
達
の
表
情
は
明
る
 

く
、
暑
い
国
で
あ
る
。
そ
し
 

て
、
約
二
年
前
か
ら
戒
厳
令
が
 

敷
か
れ
て
い
る
」
と
い
う
記
事
 

で
す
。
 

セ
ブ
市
で
の
熱
狂
的
な
歓
迎
 

は
、
私
の
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
 

い
ま
す
。
私
達
の
バ
ス
が
道
路
 

の
真
中
を
走
る
と
、
大
勢
の
人
 

が
平
和
の
v
サ
イ
ン
を
示
し
て
 

手
を
振
っ
て
く
れ
る
の
を
不
思
 

議
に
思
い
、
何
か
申
し
わ
け
な
 

い
気
持
で
、
私
も
一
生
懸
命
手
 

を
振
り
ま
し
た
。
後
で
、
 

「フ 

ィ
リ
ピ
ン
は
観
光
に
力
を
入
れ
 

て
い
る
。
外
国
人
に
迷
惑
を
か
 

け
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
 

警
察
官
は
そ
の
場
で
そ
の
人
を
 

射
殺
し
て
も
良
い
こ
と
に
な
っ
 

て
い
る
」
と
聞
き
、
唖
然
と
し
 

ま
し
た
。
交
換
会
や
家
庭
訪
間
 

で
の
陽
気
で
少
々
大
げ
さ
に
も
 

思
え
る
歓
待
に
、
偽
り
は
な
い
 

と
思
っ
た
の
で
す
が
。
 

英
会
話
力
の
不
足
で
、
内
容
 

の
深
い
会
話
ま
で
進
み
ま
せ
ん
 

で
し
た
が
、
身
ぶ
り
手
ぶ
り
 

で
、
ま
た
、
私
が
理
解
で
き
な
 

い
時
は
、
言
葉
を
代
え
て
話
し
 

て
下
さ
っ
た
親
切
は
忘
れ
ら
れ
 

ま
せ
ん
。
 

ー 

・ 

交
換
会
で
お
話
し
た
の
は
、
 

ボ
1
イ
ス
カ
ウ
下
の
方
で
む
 

た
。
短
い
時
間
で
し
た
が
、
不
 

自
由
な
言
葉
を
踊
り
と
歌
で
補
 

っ
て
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
b
 

一
 
一 

II 

税
務
課
だ
よ
り
 

m
町
税
納
入
の
場
合
は
必
 

ず
納
付
書
忘
を
れ
ず
会
計
 

へ
。
納
税
者
の
皆
様
に
は
日
 

頃
町
税
に
対
す
る
御
協
力
を
 

一
一
 

い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
 

い
ま
す
。
さ
て
十
月
は
、
町
 

県
民
税
第
三
期
分
の
納
期
 

月
で
ご
ざ
い
ま
す
。
十
月
末
 

日
ま
で
に
是
非
納
入
下
さ
い
 

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
 

い
た
し
ま
す
 

皆
様
の
お
手
許
に
役
場
か
 

ら
町
税
、
国
保
、
有
線
、
水
 

一
一
道
料
金
等
の
紳
付
書
を
配
布
 

し
て
い
ま
す
が
、
納
入
の
際
 

会
計
の
窓
口
に
納
付
書
を
持
 

っ
て
来
な
い
方
が
最
近
大
変
 

多
く
な
り
、
持
っ
て
来
ら
た
 

方
々
に
ま
で
御
迷
惑
を
か
け
 

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
な
 

お
印
刷
し
た
用
紙
に
し
て
も
 

全
く
不
経
済
で
あ
り
ま
す
の
 

で
今
後
は
、
納
付
金
額
を
熟
 

タ

パ

コ

は

清

潔

に

 

日
本
専
売
公
社
 

都
市
美
化
運
動
が
進
め
ら
れ
 

て
い
る
現
在
で
す
が
、
街
の
美
 

化
を
妨
げ
て
い
る
ゴ
ミ
の
中
 

で
、
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
が
多
 

く
目
に
つ
き
ま
す
。
そ
こ
で
専
 

売
公
社
と
田
川
タ
バ
コ
販
売
組
 

そ
の
夜
は
不
勉
強
が
悔
や
ま
れ
 

て
、
な
か
な
か
寝
つ
け
ま
せ
ん
 

で
し
た
が
、
翌
日
、
手
紙
と
ネ
 

ッ
ク
レ
ス
を
い
た
だ
い
た
時
 

は
、
言
葉
の
障
害
は
あ
っ
て
も
 

誠
意
を
尽
く
せ
ば
心
は
通
じ
る
 

と
い
う
こ
と
を
、
身
を
持
っ
て
 

知
り
感
激
し
ま
し
た
。
で
も
、
 

語
学
の
必
要
性
も
大
い
に
感
じ
 

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
人
対
一
 

人
の
些
細
な
出
来
事
で
す
が
、
 

こ
の
よ
う
な
ふ
れ
合
い
が
広
が
 

り
、
や
が
て
は
世
界
の
平
和
に
 

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
 

う
か
。
 

日
本
を
離
れ
て
、
一
番
強
く
 

感
じ
た
の
は
、
日
本
人
の
勤
勉
 

さ
で
す
。
四
季
の
あ
る
日
本
に
 

生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
と
、
思
い
 

ま
し
た
。
太
平
畔
臨
争
が
終
っ
 

た
と
き
、
日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
 

に
大
差
は
無
か
っ
た
だ
ろ
う
と
 

思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
今
日
の
 

姿
に
何
十
年
も
開
き
が
あ
る
の
 

は
、
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。
 

社
会
福
祉
制
度
は
皆
無
と
言
っ
 

て
よ
い
ほ
ど
で
す
し
、
国
勢
調
；
 

査
す
ら
行
な
わ
れ
て
な
い
そ
う
 

で
す
。
長
い
間
の
植
民
地
生
活
 

と
風
土
が
、
、
国
民
性
を
造
り
、
 

そ
れ
が
根
強
い
原
因
に
な
っ
て
 

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
長
 

寿
園
の
お
生
山
奇
り
が
、
 

一
生
懸
 

命
手
足
を
動
か
し
て
運
動
し
て
 

い
る
姿
を
見
る
度
に
、
唯
一
の
 

国
立
で
あ
る
と
い
う
老
人
ホ
ー
 

ム
の
暗
い
部
屋
に
、
じ
っ
と
し
 

て
い
た
お
生
夫
叫
り
の
空
虚
な
顔
 

が
、
目
に
浮
か
A

で
き
ま
す
。
 

税
 
務
 

課
 

知
す
る
と
共
に
、
納
付
の
際
 

に
は
必
ず
納
付
書
を
会
計
窓
 

口
に
忘
れ
ず
に
持
参
さ
れ
る
 

よ
う
御
協
力
方
お
願
い
い
た
 

し
ま
す
。
な
お
納
期
限
内
に
 

会
計
窓
ロ
で
納
入
さ
れ
た
方
 

は
粗
品
（
マ
ッ
チ
）
を
進
呈
 

一
し
て
い
ま
す
の
で
納
期
内
、
 

納
付
に
皆
様
方
の
御
協
力
を
 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

②
税
務
関
係
諸
証
明
に
つ
 

い
て
税
務
課
か
ら
発
行
い
た
 

し
て
い
ま
す
土
地
、
家
屋
、
 

評
価
所
在
証
明
・
納
税
証
明
 

・
所
得
証
明
に
は
本
人
以
外
 

の
方
が
役
場
へ
お
い
で
の
と
 

き
は
、
証
明
を
必
要
と
す
る
 

方
の
委
任
状
又
は
承
諾
書
が
 

是
非
必
要
で
す
の
で
是
非
お
 

忘
れ
な
く
お
願
い
い
た
し
ま
 

す。 

．J 

な
お
委
任
状
の
用
紙
は
税
 

務
課
窓
ロ
で
準
備
し
て
い
ま
 

ー・
 

】【 

I”ー 

【n
ー 

一A 

す。 ③
家
屋
の
取
り
こ
わ
し
、
 

滅
失
届
出
に
つ
い
て
 

本
年
一
月
以
降
家
屋
の
取
 

り
こ
わ
し
、
滅
失
等
が
あ
り
 

ま
し
た
ら
滅
失
の
届
出
を
じ
 

て
下
さ
い
。
用
紙
は
税
務
課
 

に
あ
り
ま
す
の
で
印
か
ん
を
 

持
っ
て
お
い
で
下
さ
い
。
 

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
昭
 

和
五
十
年
度
に
お
い
て
、
固
 

定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
 

の
で
、
念
の
た
め
お
知
ら
せ
 

い
た
し
ま
す
。
 

④
家
屋
の
新
築
・
増
築
等
 

に
よ
る
調
査
に
つ
い
て
 

本
年
一
月
以
降
家
屋
を
新
 

築
又
は
増
築
さ
れ
た
と
こ
ろ
 

へ
は
後
日
、
税
務
課
職
員
が
 

現
地
へ
出
向
き
家
屋
、
内
外
 

を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
 

す
の
で
、
そ
の
節
は
よ
ろ
し
 

く
御
協
力
の
程
お
願
い
い
た
 

し
ま
す
。
 

そ
の
他
町
税
に
つ
き
ま
し
 

て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
 

り
ま
し
た
ら
税
務
課
ま
で
お
 

問
合
せ
下
さ
い
。
 

合
で
は
、
ス
モ
1
キ
ン
グ
。
ク
 

リ
ー
ン
 
（
清
潔
に
タ
バ
」
コ
を
吸
 

い
ま
し
ょ
う
）
と
い
う
町
民
運
 

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
商
店
 

街
に
灰
皿
を
寄
贈
し
た
り
、
ポ
 

ケ
ッ
ト
吸
が
ら
入
れ
の
配
布
を
 

行
な
い
、
町
内
の
販
売
店
に
は
 

店
頭
糸
ス
タ
ー
を
始
め
、
空
箱
 

入
れ
、
灰
皿
な
ど
の
準
備
し
 

も
ち
ろ
ん
、
団
員
と
一
緒
に
 

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
踊
っ
た
り
 

さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
 

が。 日
本
に
生
ま
れ
た
幸
せ
を
、
 

恐
ら
く
、
ー
団
員
全
員
が
噛
み
し
 

め
た
と
思
い
ま
す
が
、
二
十
九
 

年
前
の
姿
か
ら
今
日
に
発
展
さ
 

せ
た
方
々
へ
の
感
謝
と
、
フ
ィ
 

リ
ピ
ン
沖
の
海
底
に
眠
る
四
十
 

八
万
の
御
霊
や
、
淋
し
い
モ
ン
 

テ
ン
ル
パ
の
丘
に
眠
る
戦
没
 

者
、
サ
ン
チ
ャ
ゴ
要
塞
で
水
死
 

さ
せ
ら
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
 

達
の
尊
い
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
 

た
平
和
で
あ
り
繁
栄
で
あ
る
こ
 

と
を
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
 

思
い
ま
し
た
。
 

平
和
と
秩
序
を
と
り
戻
す
た
 

め
に
、
マ
ル
コ
ス
大
統
領
は
、
 

戒
厳
令
を
敷
か
れ
た
と
聞
き
ま
 

し
た
。
日
本
の
よ
う
に
発
展
す
 

る
事
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
々
 

に
と
っ
て
、
幸
せ
に
っ
な
が
る
 

と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、
せ
め
 

て
、
社
会
福
祉
制
度
と
教
育
制
 

度
だ
け
で
も
も
っ
と
発
展
す
る
 

こ
を
と
願
っ
て
、
マ
ニ
ラ
湾
の
 

日
暮
れ
と
共
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
 

に
別
れ
を
告
げ
て
来
ま
し
た
。
 

電
の
降
る
博
多
湾
に
、
五
色
 

の
デ
舌
プ
が
舞
っ
た
日
か
ら
十
 

四
日
間
。
 

「
青
年
の
船
」
に
乗
 

れ
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
 

い
ま
す
。
戦
争
を
知
ら
な
い
私
 

が
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
身
を
持
 

っ
て
知
っ
た
し
、
今
ま
で
自
分
 

に
不
足
し
て
い
た
も
の
が
何
で
 

あ
っ
た
か
、
気
が
つ
き
ま
し
 

た
。
そ
し
て
、
世
界
の
大
き
さ
 

な
が
ら
少
し
で
も
金
田
町
が
汚
 

れ
な
い
よ
う
努
力
い
た
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

金
田
町
の
美
化
運
動
の
一
環
 

と
し
て
「
タ
バ
コ
の
投
捨
を
や
 

め
」
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
 

協
力
に
よ
り
街
を
、
自
然
を
美
 

し
く
す
る
運
動
に
ご
参
加
を
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

<
 

を
感
じ
て
、
お
任
‘
奇
り
の
お
世
 

話
に
励
ん
で
い
ま
す
。
 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
 

の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
福
 

岡
県
民
、
金
田
町
民
の
皆
様
に
」
 

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
 

す
。
ま
た
、
事
情
の
許
す
限
 

り
、
一
人
で
も
多
く
の
若
者
 

を、 

「
青
年
の
船
」
に
乗
せ
て
 

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

募
集
 

福
岡
県
警
察
官
 

採
用
予
定
人
員
 

約
一
八
〇
名
 

第
一
次
試
験
 

十
月
二
十
七
日
 

第
二
次
試
験
 

十
一
月
中
旬
 

試
験
地
 

福
岡
市
 
北
九
州
市
 

飯
塚
市
 
久
留
米
市
 

受
験
資
格
 

昭
和
二
十
ニ
年
四
月
二
日
 

か
ら
昭
和
三
十
二
年
四
月
一
 

日
ま
で
に
生
れ
た
男
子
。
 

身
体
検
査
合
格
基
準
 

身
長
】
一
山
ハ
〇
セ
ン
チ
以
上
 

胸
囲
 

七
八
セ
ン
チ
以
上
 

体
重
 

四
七
キ
ロ
 

以
上
 

視
力
 

両
眼
と
も
裸
眼
視
力
〇
・
 

六
以
上
、
ま
た
は
裸
眼
視
カ
 

が
〇
・
一
以
上
、
〇
・
大
未
 

満
で
、
き
よ
う
せ
い
視
力
 

一
・
〇
以
上
で
あ
る
と
と
。
 

そ
の
他
 

身
体
に
奇
形
そ
の
他
の
異
 

状
が
な
い
こ
と
。
 

金
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町
 

田
 

金
 

水
五
訓
（
一
人
言
葉
）
 

山
紫
水
明
、
水
豊
か
な
る
郷
 

土
金
田
に
あ
っ
て
、
平
素
水
の
 

恩
恵
を
往
々
に
し
て
忘
れ
が
ち
 

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
現
在
 

の
水
資
源
は
無
限
で
は
な
く
必
 

ず
や
水
不
足
が
深
刻
な
課
題
に
 

な
ろ
う
。
私
は
こ
の
生
命
に
不
 

可
欠
な
ク
水
β
に
携
わ
る
一
員
 

と
し
て
、
水
五
訓
を
か
か
げ
、
 

い
つ
も
座
右
の
銘
と
し
て
い
 

る。 
H
 
自
ら
活
動
し
て
他
を
働
 

か
し
む
る
も
の
は
水
な
り
。
 

職
場
な
ど
に
お
い
て
、
種
々
 

の
問
題
が
起
る
事
が
多
い
、
そ
 

の
解
決
に
あ
っ
て
は
常
に
自
分
 

自
身
が
責
任
を
持
つ
と
共
に
、
 

本
止
九
し
て
対
処
す
る
こ
と
を
考
 

え
で
い
る
。
時
に
よ
っ
て
は
、
 

出
す
ぎ
て
か
え
っ
て
解
決
を
遅
 

ら
す
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
 

決
し
て
他
山
の
石
と
せ
ず
、
あ
 

く
ま
で
本
止
元
し
て
こ
と
に
処
す
 

る
よ
ケ
心
掛
け
て
い
る
が
、
実
 

態
は
意
に
そ
わ
な
い
面
が
多
 

・し 

口
 
常
に
己
れ
の
進
路
を
求
 

め
て
止
ま
ざ
る
は
水
な
り
 

水
道
事
業
を
と
り
ま
く
環
境
 

の
き
び
し
い
今
日
、
企
業
に
は
 

合
理
化
は
一
時
も
そ
の
努
力
を
 

ゆ
る
が
せ
に
は
で
き
な
い
。
し
 

か
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
改
 

善
す
べ
き
か
と
考
え
る
と
き
、
 

水
 

道
 

課
 

良
き
対
策
を
見
つ
け
る
こ
と
に
 

苦
慮
し
て
い
る
。
例
え
ば
日
々
 

の
専
務
処
理
に
つ
い
て
は
慣
行
 

に
こ
だ
わ
ら
ず
必
要
最
少
限
 

に
、
ま
た
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
 

は
じ
ま
る
有
水
量
の
集
計
に
つ
 

い
て
も
、
男
打
で
良
い
の
か
ど
 

う
か
な
ど
考
え
る
と
き
、
担
当
 

者
共
々
旧
習
を
打
破
し
、
お
互
 

い
に
原
点
に
立
ち
返
り
、
新
し
 

い
方
法
を
見
つ
け
出
し
、
適
確
 

迅
速
に
処
理
し
、
サ
ー
ビ
ス
向
 

上
に
努
力
し
な
け
れ
ば
と
痛
感
 

す
る
。
 

目
 
障
害
に
あ
い
、
激
し
く
 

そ
の
勢
力
を
百
倍
し
得
る
は
水
 

な
り
 

対
外
交
渉
な
ど
で
、
し
ば
し
 

ば
暗
礁
に
の
り
上
げ
る
こ
と
が
 

あ
る
。
そ
ん
な
と
き
誰
し
も
嫌
 

気
が
さ
し
て
、
な
げ
や
り
に
し
 

が
ち
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
う
 

一
粘
り
と
思
い
お
こ
す
こ
と
が
 

で
き
る
の
も
、
こ
の
訓
の
お
蔭
 

だ
と
思
～
っ
。
 

四
 
自
ら
潔
く
し
て
、
他
の
 

汚
れ
を
あ
ら
い
清
濁
併
せ
て
容
 

る
の
量
あ
る
は
水
な
り
 

諸
事
に
公
平
で
あ
る
こ
と
は
 

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
立
 

場
に
は
な
か
な
か
な
れ
な
い
も
 

の
で
あ
る
。
一
方
的
に
相
手
を
 

非
と
き
め
が
ち
に
な
る
が
、
不
 

平
不
満
に
は
積
み
重
ね
ら
れ
た
 

原
因
が
必
ず
あ
る
も
の
だ
。
相
 

手
の
立
場
ぽ
な
っ
て
よ
く
意
見
 

を
聞
き
、
自
分
を
顧
み
る
こ
と
 

が
肝
要
と
思
う
。
ま
だ
ま
だ
清
 

濁
を
併
せ
容
る
と
い
っ
た
心
境
 

に
は
ほ
ど
遠
い
自
分
を
恥
じ
る
 

次
第
で
あ
る
。
 

国
 
洋
々
と
し
て
大
海
を
充
 

し
発
し
て
蒸
気
と
な
り
雨
と
な
 

り
雪
に
変
じ
霞
と
化
し
凝
っ
て
 

玲
瀧
な
る
鏡
と
な
り
而
も
そ
の
 

性
を
失
わ
ざ
る
は
水
な
り
 

い
つ
も
心
豊
か
に
感
じ
独
り
 

心
静
か
に
吟
じ
て
い
る
が
、
い
 

ま
だ
そ
の
処
訓
を
習
い
得
る
こ
 

と
は
到
底
で
き
な
い
。
我
侭
な
 

お
願
い
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
 

民
皆
様
方
の
御
高
導
賜
り
た
 

く
、
紙
上
を
借
り
て
お
願
い
す
 

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

お知らせ 

児童手当の一部改正する 

法律の改正について 

お知らせ 
住民課福祉係 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
児
童
手
 

当
等
の
制
度
の
充
実
を
図
る
 

為
、
児
童
手
当
法
、
児
童
「
扶
養
 

手皿一 

及
び
特
別
児
童
手
当
法
 

の
一
部
が
下
記
の
と
お
り
改
正
 

さ
れ
、
手
当
額
の
引
き
上
げ
が
 

行
な
わ
れ
る
と
と
も
に
、
児
童
 

扶
養
手
当
の
要
件
の
緩
和
、
お
 

よ
び
特
別
福
祉
手
当
の
支
給
が
 

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
 

た。 

記
．
 

1
、
児
童
王
並
ゴ
法
に
つ
い
て
 

四
十
九
年
十
月
分
」
主
『
か
ら
 

現
行
の
月
額
一
人
に
つ
き
、
三
 

千
円
が
四
千
円
に
改
正
さ
れ
ま
、
 

す。 2
、
児
童
寡
tS
養
手
当
法
に
つ
い
 

で
 

m
手
当
額
の
改
定
 

四
十
九
年
九
月
分
手
当
か
ら
 

現
行
の
月
額
一
人
に
つ
き
、
山
ハ
 

千
五
百
円
が
九
千
八
百
円
に
改
一
 

正
さ
れ
ま
し
た
（
第
一
子
の
み
、
 

第
二
子
以
降
は
現
行
ど
お
り
）
 

②
対
象
児
童
の
要
件
の
緩
和
 

義
務
教
育
終
了
後
二
十
歳
に
 

達
す
る
迄
の
児
童
で
そ
の
者
の
 

廃
疾
の
程
度
が
国
民
年
金
法
の
 

二
級
に
相
当
す
る
ま
で
拡
大
さ
 

れ
た
。
四
十
九
年
九
月
中
に
認
 

乳
幼
児
重
度
心
身
障
 

害
者
の
医
療
費
無
料
 

化
に
つ
い
て
 

住

民

課

福

祉

係

 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
来
る
 

十
月
一
日
よ
り
福
岡
県
下
一
斉
 

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
 

す
の
で
、
下
記
の
事
項
に
該
当
 

さ
れ
る
方
々
は
、
役
場
の
住
民
 

課
福
祉
係
ま
で
印
鑑
と
保
険
証
 

を
持
参
の
上
お
出
で
下
さ
い
。
 

記
 

一
、
乳
幼
児
に
つ
い
て
は
、
 

昭
和
四
十
六
生
上
1
月
二
日
以
降
 

に
誕
生
さ
れ
た
者
。
 

二
、
重
度
心
身
障
害
者
に
つ
 

い
て
は
満
三
歳
以
上
、
六
十
五
 

歳
未
満
の
身
障
者
手
帳
の
一
、
 

二
級
を
所
持
さ
れ
て
る
方
、
並
 

び
に
精
神
薄
弱
者
は
知
能
指
数
 

〇
・
三
五
未
満
の
認
定
を
受
け
 

た
者
。
 

但
し
生
活
保
護
受
給
者
は
除
 

き
ま
す
。
な
お
こ
の
制
度
は
他
 

の
保
険
（
国
民
健
康
保
険
、
社
 

会
保
険
、
共
済
等
）
に
加
入
し
 

て
い
る
こ
と
が
絶
対
要
件
で
あ
 

り
ま
す
。
 

「
「
届
出
期
間
 

自
九
月
二
十
四
日
 

至
九
月
三
十
日
 

定
請
求
し
、
認
定
を
受
け
た
場
 

合
は
九
月
分
か
ら
手
当
を
支
給
 

す
る
。
 

3
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
法
に
 

つ
い
て
 

田
王
並
『
額
が
四
十
九
年
九
月
 

分
か
ら
現
行
の
月
額
一
人
に
つ
 

き
、
六
千
五
百
円
が
一
万
一
千
 

「
言
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

②
特
別
福
祉
手
当
の
新
設
 

一
金
一
封
 

森
山
武
一
殿
 

金
」
封
 

松
山
貫
治
殿
 

一 

一
 

一
 

一 

香
典
返
し
の
御
礼
を
 

一

 

一
 

一 

申
し
上
げ
ま
す
 

一 

一
 

一
 

一 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

一 

一 

（
順
不
同
）
 

一 

一
金
 
封
 
政
光
治
文
殿
 

金
一
封
 
吉
田
桃
太
郎
殿
 

一 

一
金
 

封
 
西
尾
ナ
ヲ
殿
 

金
一
封
 
入
覧
舞
お
返
し
一
 

一
金
 

封
 
加
治
唯
祐
殿
 

吉
田
桃
太
郎
殿
 

一 

一
金
 

封
 
毛
利
千
鶴
子
殿
 

皆
様
方
か
ら
社
会
福
祉
協
一
 

一
金
 

封
 
本
松
マ
サ
ェ
殿
 

議
会
へ
御
寄
贈
戴
き
ま
し
た
一
 

一
金
 
封
 
木
戸
タ
マ
ノ
殿
 

こ
の
御
芳
志
に
お
応
え
す
る
一
 

一
金
 
封
 
宇
都
宮
英
一
殿
 

た
め
に
社
会
福
祉
関
係
の
有
一
 

一
金
 

封
 
山
本
昌
利
殿
 

意
義
な
こ
と
に
使
用
さ
し
て
一
 

一
金
 
封
 
中
山
敏
尭
殿
 

戴
き
ま
す
。
 

一 

一
金
 

封
 
空
閑
義
則
殿
 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
厚
一
 

一
金
 
封
 
片
山
マ
サ
子
殿
 

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
o
 

一 

一
金
 
封
 
並
川
芳
正
殿
 

一 

一
 

一 

卸
芳
七
い
あ
り
が
と
・
つ
 

一 

重
度
の
身
休
』
陣
害
と
重
度
の
 

精
神
障
害
が
重
復
し
、
日
常
生
 

活
に
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
 

と
す
る
特
別
障
害
者
（
年
令
に
 

制
限
な
し
）
を
監
護
す
る
父
母
 

等
に
対
し
、
昭
和
四
十
九
年
九
 

月
中
に
籾
一
 

請
求
し
、
籾
一
 
を
 

受
け
た
場
合
は
九
月
分
か
ら
手
 

当
を
支
給
す
る
。
 

御
芳
志
あ
り
が
と
う
 

一 

ご
ぎ
い
ま
し
た
 

一 

金
田
町
連
合
長
寿
会
 

一 

（
順
不
同
）
 

】
 

一
 
,
 
一
 

一
 

一
 
,
 
一
 

一
 

一
 
!
 
一
 
.
 
一
 
,
 

や
・
。
》
、
 

、
 

‘
、
 

ノ
 
【一 

，
し
ぐ
く
・
‘
v

」
、
く
、
t
j
I
 

金
田
町
連
合
長
寿
会
 

金
一
封
 

森
山
武
一
殿
 

（
順
不
同
）
 

一 

伯
プ
ョ
圧
d
ー
ー
カ
2
J

一 

一 
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